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ことばのサロン＆言語文化セミナー＆テクスト研究学会
2014年度、研究所では３つの対外的な催し物を行いました。７月に第６回「ことば
のサロン」、８月に「テクスト研究学会第14回大会」、そして、11月に第23回「言語文
化セミナー」です。これらの開催報告を今回のレポートとします。
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■第６回「ことばのサロン」
2014年７月26日（土）午前10時30分～12時30分
テーマ：誤用か変化か？　ことわざ・慣用句
猛暑日となった７月26日（土）、２時間の予定で、第６回「ことばのサロン」を開
催しました。今回のテーマは、「誤用か変化か？　ことわざ・慣用句」です。使われ
る場面や状況、また、語形そのものが従来とは違ってきていることわざ・慣用句につ
いて取り上げました。
〈アンケート結果報告〉
はじめに、LC倶楽部の皆さんにご協力いただ
いたアンケート調査の結果を、研究所側から簡単
に報告しました。それをもとに、佐竹の進行のも
と、26名の参加者たちで、ことわざと慣用句につ
いて話し合いました。
まず、「鳥
肌が立つ」が
取り上げられ
ました。本来は、恐ろしさを感じた時に使われま
すが、近ごろは、感動した場面でも使われること
が多い慣用句です。
これに関しては、「では、感動した時に使える
慣用句はある？　どう言えばいい？」という疑問
が出されました。全員であれこれと考えてみまし
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たが、結局、ぴったりとする表現は見つかりませ
んでした。
〈ふだんの生活の中で使うか？〉
そんな中、佐竹ゼミの卒業生から、「ことわざ
や慣用句を、ふだんの生活で使うのか？」と問い
かけがありました。その卒業生によると、「アン
ケートで取り上げられていたことわざ・慣用句
は、どれも普段の生活では使わない。これらは、
勉強して覚えるものだ」ということです。この普
段使うか使わないかについては、どうやら、世代によるとらえ方の違いがありそうで
す。しかし、若い世代だから使わないというわけ
ではなく、日常的に、ことわざを使う場面が少な
くなってきているのではないかという意見もあ
り、なぜ、使わなくなってきたのか、その理由に
ついても考えました
ことわざなどを使わず、ストレートな物言いが
好まれるからとか、分かりやすいことばを使いた
がるからだとか、あるいは、教育のせいだ、本を
読まずマンガを読むことによる文化の崩れだとい
う主張もありました。
参加してくださった皆さんが、自由に話し合い、研究所のメンバーにとっても、こ
とわざ・慣用句を使う（使わない）背景を考えさせられる時間でした。
■第23回「言語文化セミナー」
2014年11月18日（火）午後３時～４時30分
講師：加藤　主
ちから
税　先生（椙山女学園大学教授）
テーマ：若者言葉の変遷と死語予想
11月18日（火）、第23回「言語文化セミナー」を開催しました。今年度は、椙山女
学園大学教授の加藤主税先生をお招きし、「若者言葉の変遷と死語予想」というテー
マでご講演いただきました。
〈加藤主税先生〉
加藤先生は、大学教授でいらっしゃると同時
に、占いやマジックの専門家です。加藤式実践占
術学会会長であり、占い評論家、コトバ評論家、
若者生態評論家として、『ホンマでっか！？TV』（フ
ジテレビ）などのテレビやラジオのご出演が300
回以上、ご講演が200回以上もあります。
さらに、ネット版「中日新聞プラス『達人に訊
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け』加藤式実践占術」を連載中で、近
く『ちから教授のコトバ生態学』も連
載開始になるという、メディアでも大
変ご活躍の先生です。
ご著書も多数あり、『英語と日本語と
英語教育と』、『大学教養英文法』など、
ご専門分野である英語学をはじめ、『最
新若者言葉事典』、『女子大生の不平不
満話』など若者言葉関係、『運命学』、『女
子大生占い軍団とちから教授による楽
しい手相』などの占い関係などすべてを合わせると62冊にものぼります。
〈若者言葉の変遷〉
今からおよそ20年前である平成５年（1993年）、その11年後の平成16年（2004年）、
さらに９年後の平成25年（2013年）の若者言葉について、多くの例を挙げながら解説
してくださいました。
若者言葉は時代によって変わっているのですが、中には死語となった後に復活する
語もあります。たとえば、「与謝野る」です。これは、与謝野晶子の歌集『みだれ髪』
からできた言葉で、髪の毛が乱れている状態を表したものです。平成５年の「与謝野
る」は、平成16年にはいったん姿を消し、平成25年に再度出現しています。
また、かつての若者言葉と今の若
者言葉との違いについても解説して
くださいました。
平成５年当時の「尼寺」「サンドロ」
などのように、以前は「手の込んだ語」
が多く見られ、また、それらを使う
若者側に「若者言葉」だという認識
がありました。それが、現在は、「携
帯電話」の普及により、携帯電話関
係の若者言葉が多数出現し、また、「若
者言葉を若者言葉と認識しない」若
者が増えたそうです。どういうことかというと、平成５年当時は、学生に「若者言葉
の例を出して」と言うと、多くの例が集まったそうです。しかし、平成25年に同様の
調査をすると、「若者言葉はない」という回答が多く、「年配の人に話しても通じない
と思う言葉」と表現を変えると初めて用例が集まるという具合です。これらについて
は、大人側が若者にこびる傾向が加速しており、若者言葉が市民権を得る傾向も増大
していると分析されました。
ちなみに、「尼寺」とは、卒業論文を書かなければならず、恋愛禁止状態で男性と
の出会いのない大学４年生の学生のことを言い、「サンドロ」とは、「酸素ドロボウ」
の略語で、酸素を大量に吸うような「鼻の穴が大きい」ことを指すそうです。
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〈復活する死語、予想される死語・新語〉
復活するであろう死語、反対に死語になるで
あろう語、またこれから定着していくであろう
新語について、「占い師だから予測が好き」と
のジョークを交えつつの解説がありました。
復活する死語は、「ギャル」「パンツ」「コップ」
「ジーパン」「ズボン」などの各語。この先消滅
するであろう死語には、「薄型テレビ」「地デジ
放送」「電子辞書」など、多くの語がありました。
近い将来、液晶テレビである「薄型テレビ」が
一般に普及し、「箱型テレビ」であるブラウン管テレビはなくなります。すると、こ
の二つをわざわざ区別する必要がなくなり、「薄型テレビ」という言葉は単に「テレビ」
となるのです。同様に、「地デジ放送」もそれ自体を指す仕組みがなくなっていきます。
「電子辞書」も同じ過程を経ていきます。紙の辞書が「電子辞書」に取って代わられ
ることにより、「電子辞書」が「辞書」と指し示されるようになります。逆に、今ま
で「辞書」と呼ばれていた紙の辞書が、新たに「紙辞書」という名を与えられるので
す。予想される新語としては、「ユイツ（唯一）」、「タイク（体育）」、「フインキ（雰
囲気）」などをあげられました。
さて、５年後、10年、加藤先生の予想は当たっているでしょうか。50名近くの参加
者からは質問が相次ぎ、盛況のうちに終えることができました。
■テクスト研究学会第14回大会
2014年８月29日（金）午前10時30分～午後６時
共催：テクスト研究学会・武庫川女子大学言語文化研究所
（学会副会長：当研究所長　玉井　暲）
「テクスト研究学会」は2001年に創設され、文
学・神話・民話・言語学・演劇・絵画・各種映
像など、広い領域を横断的に研究する学会とし
て注目されています。毎年、研究発表大会を開
催し、学会機関紙『テクスト研究』も毎年刊行
を続け、今年２月には第10号が刊行されました。
その第14回大会を、テクスト研究学会と言語文
化研究所とで共催しました。全国から多くの研
究者が集まり、研究発表とシンポジウムが行わ
れました。本学の英語英文学専攻の大学院生・研究生も３名が発表者として名を連ね
ました。
担当：玉井 　暲・岸本 千秋　2014年12月
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